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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 9 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 10 ○ ○
2 常 40 ○ ○ ○ ○ 8 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 9 ○ ○
3 常 40 ○ ○ ○ 5 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ ○ 6 ○ ○
4 常 40 ○ ○ 3 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 4 ○ ○
5 常 40 ○ ○ ○ ○ 13 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ ○ 14 ○ ○
6 常 40 ○ ○ 4 ○ ○ 6 常 40 ○ ○ 5 ○ ○
7 常 40 ○ 1 ○ ○ 7 常 40 ○ 2 ○ ○
8 非 28 ○ ○ 2 ○ 8 非 28 ○ ○ 3 ○
9 9

10 10

その他の資格・・・ＮＯ．８　柔道整復師 その他の資格・・・ＮＯ．８　柔道整復師

あさくさ年度［ 

社会福祉法人　台東区社会福祉事業団法人名　【

認知症カフェや認知症サポーター養成講座、町会等での認知
症講座を開催することで住民の認知症に対する理解を深めて
いく。

◇今年度の重点課題

①

令和 3

②

③

課題番号 目標に向けた具体的な取組

令和２年度に新型コロナウイルス感染症の影響により達成できな
かったため、各町会等の災害時に活用できる資源を把握し、関係
者との連携が図れるよう、連絡会等で情報共有に努める。

数値

令
和
２
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

資格（持っているもの全てに○）

令和２年度に新型コロナウイルス感染症の影響により開催できな
かった民生委員との連絡会を、感染防止対策を徹底し開催するこ
とで、民生委員がより相談しやすい体制を作っていく。

②

③

災害時に活用できる地
域連携の構築

認知症に関する普及啓
発活動の実施

１回

―

―

①

民生委員との関係づくりや協力体制の強化

防災ニーズの高まりがある中で、活用できる体制や資源の把握が出来ていない

認知症高齢者に関する相談が増えている

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

総合相談支援業務

総合相談支援業務

認知症総合支援事業

目　標

民生委員との連携強化

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
３
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

 １



（令和2年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症地域支援推進事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催 ① ② 開催準備、打ち合わせ、実施、ふりかえり、報告

モニタリング・評価 ① 周知

① ②

準備・開催 ① ②

報告 ① ②

①

  準備・開催 ①

① ② ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和3年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ②

準備・開催 準備・開催

 包括合同 ③ ④

あさくさ

２回
参加

４０人
(延べ)

人数・数
量など

取組活動の経過（月）

主催

項目 内　容

計
画

新型コロナウイルス感染防止対策を行い、関
係機関との顔の見える関係を維持しながら、
情報誌作成又は協力機関等を限定し少人数で
開催する。事例検討により、地域課題抽出の
他、ネットワークの連携強化を図っていく。

報
告

報
告

計
画

報
告

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 7,662人

ケアマネ
ジャー
の集い

主催・共催

４回

人数・数
量など

計
画

三密を避けた会場の設定を行い、課題と
なっているケースについて、各専門職や
地域住民等と支援方法を検討する。

地域ケア
個別会議

主催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

２回

在宅介護をされている方や介護経験者が交流を持ち、
体験や思いを分かち合い、相互の支え合いを支援する
ためのサロンを新型コロナウイルス感染防止対策を
行った上で開催する。

報
告

計
画

事業の構成メンバーとして、対象者の把握から初期集
中支援の実施を通し、適切な支援につなげる。街づくり

懇談会

主催

１回
参加

２０人
程度

実施

計
画

街づくりに繋がることを意識し、住民及び関連機関
から地域の実情を知り、共通の課題等についての意
見発表会を開催。新型コロナウイルス感染防止対策
を行い、参加者を限定するか、状況によっては、集
合開催ではなく情報誌を作成し配布する。

報
告

広報誌
「笑顔の浅草」

の発行

計
画

各関係機関や高齢者の来所される場、民
生委員等に配付し、情報提供や地域包括
支援センターの周知に努める。

主催

項目

３３人９ヵ所

取組活動の経過（月）

主催

介護者サロン
（ほのぼのの集い）

計
画

会場の定員1/2の人数に参加者を制限す
るなどして新型コロナウイルス感染防止
対策を行い、事例検討会・情報交換会・
勉強会等を実施し、地域のケアマネ
ジャーの資質向上を図る。

報
告

項目 内　容

計
画

報
告

エリア内の居宅介護支援事業所数：

２回
1,000
部

報
告

主催・共催

認知症初期集中
支援推進事業

あさくさ

報
告

１ケース
以上

報
告

報
告

６回
４８人
(延べ)

内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）

計
画

【台東病院・みのわ地域包括支援センター】
認知症に関する知識や様々な情報提供・啓発を目的と
し台東病院、みのわ地域包括支援センターと連携して
開催する。なお、感染防止対策として参加者は会場定
員の半数とする。

６回
６０人
(延べ)

認知症カフェ
（喫茶YOU）

認知症
サポーター
養成講座

共催

計
画

町会、地域のマンションや企業等に講座開催の働きか
けを行い、三密を避ける為に、会場定員の半数になる
ように人数設定を行い開催する。開催に至らない場合
も、認知症に関する情報発信、啓発活動を行ってい
く。

２回
２０人
(延べ)

報
告

　２



] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 14 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 15 ○ ○
2 常 40 ○ ○ 3 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ 4 ○ ○
3 常 40 ○ ○ 6 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ 7 ○ ○
4 常 40 ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○
5 非 32 ○ ○ 4 ○ 5 非 32 ○ ○ 5 ○
6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
２
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
３
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

③ 災害、火災への対応力の
強化と減災

100人
消防署、危機・災害対策課、社協、民生委員、町会、地域の様々な組織と連携
し、地域の災害特性を把握する。特に独居高齢者については、消防署と協力して
防火防災診断や家具転倒防止器具の設置等を積極的に働きかけていく。

② 特殊詐欺や消費者被害
の未然防止と拡大防止

100人
警察、金融機関、消費者相談窓口と連携し、民生委員、町会、ケアマネジャー、
医療機関等、地域の様々な組織へ、最新の手口や自動通話録音機の活用など被害
の未然防止と拡大防止のための注意喚起を定期的に行っていく。

①
地域包括支援センター
の役割について普及啓
発の強化

-

広報誌、ホームページ、地域行事への参加により地域包括支援センターの役割に
ついて啓発を行う。民生委員、町会、医療機関等、地域の様々な資源と連携し実
態把握や見守り活動を行い、感染対策を徹底しながら継続的に関わることで必要
な支援に繋げる。

③ 総合相談支援業務
土砂災害（特別）警戒区域【谷中・池之端】、木造建物の密集した住宅地
【谷中】があり、災害時の危険度が高い地域である。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務
地域包括支援センターの周知不足によるケース介入の遅れや、虐待、孤独
死などの発生。

② 権利擁護業務 特殊詐欺や消費者被害が多発している。

令和 3 年度［ やなか

法人名　【 社会福祉法人　台東区社会福祉事業団

 ３



（令和2年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症地域支援推進事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催

モニタリング・評価 ① ②

① ②

① ②

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ①

要請に応じて随時対応

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和3年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ②

 ７包括合同 ③ ④

内　容 人数・数
量など

主催・共催

計
画

報
告

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

新型コロナウイルスの感染防止対策を行いな
がら、講義と事例検討会を開催する。事例検
討会は、居宅介護支援事務所（隣接区を含
む）、予防プランを作成した事業所の専門職
をオブザーバーとして参加させる。

４回
報
告

主催 主催

エリア内の居宅介護支援事業所数： ３ヵ所 ７人

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

報
告

出前講座

計
画

新型コロナウイルスの感染防止対策を行いながら、
地域包括支援センターの役割や詐欺、消費者被害の
啓発、介護予防に関する相談などの講座等につい
て、町会単位の集まりや民生委員等からの要請に積
極的に対応していく。

３回 認知症高齢者の
実態把握・
早期対応

１ケース
以上

報
告

報
告

計
画

セキュリティが厳しく、高齢者の生活実態の把握が困
難な高層マンション等に対して、管理人や管理会社、
管理組合へ働きかけを行い実態把握・早期対応を行
う。

適宜

報
告

報
告

主催・共催

広報誌の発行・
ホームページ

の活用

計
画

熱中症やインフルエンザ、詐欺等に関する情
報を毎月のテーマに沿って広報誌を作成し、
回覧板や医療機関、薬局、民生委員等へ配布
する。また、法人のホームページを活用した
情報発信も併せて行う。

１２回 認知症初期集中
支援推進事業

計
画

対象者の把握から初期集中支援の実施を通して、各機
関と連携しながらスムーズで適切な支援に繋げる。

主催 実施

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

見守りネットワークの関係協力機関との
情報共有や事例検討による地域課題の抽
出を行う。新型コロナウイルスの感染防
止対策のため状況に応じて書面開催等工
夫をしながら実施する。

２回 認知症
サポーター
養成講座

６回
６０人

（延べ）

報
告

報
告

計
画

新型コロナウイルスの感染防止対策を行いながら、地
域住民や各種機関・企業等へ認知症サポーター養成講
座をはじめとする認知症に関する講座開催の働きかけ
を行っていく。また、若年性認知症についての普及啓
発も併せて行っていく。

２回
以上

準備・開催

報告

報
告

報
告主催

地域ケア
個別会議

計
画

新型コロナウイルスの感染防止対策を行
いながら、個別ケースの課題を地域の関
係者と共有することで、地域課題の抽出
に繫げていく。

２回
認知症カフェ

（カフェやなか）

計
画

【土田病院】
谷中区民館や他の屋内外の会場を使用し、新型コロナウイル
スの感染防止対策を行いながら、本人や家族、地域住民が安
心して参加出来るように工夫して実施していく。なお、開催
にあたっては、引き続き土田病院と連携を図る。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 4,213人 やなか やなか

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

 ４



] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ ○ 10 ○ ○ 1 常 ○ ○ ○ ○ 11 ○ ○
2 常 40 ○ ○ 15 ○ ○ 2 常 ○ ○ 16 ○ ○
3 常 40 ○ ○ 3 ○ ○ 3 常 ○ ○ 4 ○ ○
4 常 40 ○ ○ 5 ○ ○ 4 常 ○ ○ 6 ○ ○
5 常 40 ○ 5 ○ ○ 5 常 ○ 6 ○ ○
6 常 40 ○ 1 ○ ○ 6 常 ○ 2 ○ ○
7 非 32 ○ 3 ○ ○ 7 非 ○ 4 ○ ○
8 非 24 ○ 12 ○ ○ 8 非 ○ 13 ○ ○
9 非 21 ○ ○ 4 ○ 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
２
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
３
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

③
虐待が疑われる高齢者
の早期発見、早期対応
を行う。

ー
サービス事業者向けに書面の配布等により虐待対応の普及啓発
を行い、地域包括支援センターへの速やかな報告や相談ができ
る体制を整える。

②
認知症高齢者を把握
し、必要な支援に繋げ
る。

ー
認知症が疑われ支援が必要な方をリストアップし、複数の担当
者による切れ目のない支援を行う。

① 地域住民が気軽に相談
できるようになる。

ー
①広報誌の配布先を拡大し、ホームページによる最新情報の発
信を行う。②若い世代への普及啓発と併せて引き続き80歳以上
の独居高齢者の実態把握、熱中症予防活動を行う。

③ 権利擁護業務
虐待の相談が増えており、高齢者を支援するサービス事業所やケアマネ
ジャーからの報告の遅れなど高齢者虐待の発見・対応に課題がある。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務
認知症や末期がんの診断を受けた４０、５０代の方の親族や医療機関からの相談
が増えている。そのため若い世代に対する地域包括支援センターや介護保険サー
ビス等のさらなる普及啓発が課題である。

② 認知症総合支援事業
新型コロナウイルス感染症の影響により、家族や友人とのつながりが減っ
ている。今後、さらに認知症の相談が増えてくる可能性が高い。

令和 3 年度［ みのわ

法人名　【 社会福祉法人　台東区社会福祉事業団

 ５



（令和2年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症地域支援推進事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① 計画実施 ② 計画実施 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① 評価 ②

①計画実施 　②計画実施 ① ②

① ① ③

② ② ④

①作成配布 ②作成配布 ③作成配布 ① ② ③

ホームページ随時更新

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和3年1月1日時点）

導入より終結まで、約半年かけ実施

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ②

③  ④

７包括合同 ７包括合同

＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

取組活動の経過（月）

計
画

報
告

報
告

報
告

実施

報
告

計
画

認知症の疑いのある方に対して訪問支援による早期
対応を行い、適切な医療や介護へ繋げる。

１ケース

主催・共催 項目 内　容 人数・数
量など

３回

報
告

報
告

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）

主催 主催・共催

エリア内の居宅介護支援事業所数： ９ヵ所 ２６人

認知症初期集
中支援事業

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

三密を避けた会場設定や参加者の体調
確認など新型コロナウイルス感染防止
対策を行い、少人数での事例検討会を
実施する。また他包括とも連携し、地
域のケアマネジャー支援に取り組む。

４回
報
告

広報誌の配布・
ホームページに
よる周知活動

計
画

新型コロナウイルス感染防止対策のため、冬
期の事業を前倒しに行う。それに伴い広報誌
の配布時期を早める。配布先はさらに拡大す
る。また、ホームページにて、詐欺予防など
最新情報を発信する。

広報誌
３回
ＨＰ
随時
更新

認知症の普及
啓発活動

計
画

町会や各事業所等へ講座の案内を行い、三密を避け
た会場設定や参加者の体調確認など新型コロナウイ
ルス感染防止対策を行いながら、少人数で講座を開
催する。

計
画

地域へ働きかけを行ない、少人数で出前講座を開催
する。開催時は三密を避けた会場設定や参加者の体
調確認など新型コロナウイルス感染防止対策を行
う。併せて広報誌による啓発活動を行う。

４回

報
告

報
告

主催 主催・共催

自立支援・
介護予防に

向けた地域ケア
個別会議

計
画

三密を避けた会場設定や参加者の体調
確認など新型コロナウイルス感染防止
対策を行い、高齢者自身が会議に参加
し、専門職から助言をもらうことで、
介護予防に取り組めるよう実施する。

２ケース 認知症
サポーター
養成講座

参加 主催・共催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

①三密を避けた会場設定や参加者の体調確
認など新型コロナウイルス感染防止対策を
行い、地域ごとに小規模で実施する。新型
コロナウイルスの感染状況によって、書面
開催も検討する。
②見守りネットワークだよりの発行

２回 認知症カフェ
（みのわカフェ）

６回
６０人

報
告

報
告

計
画

三密を避けた会場設定や参加者の体調確認など新型
コロナウイルス感染防止対策を行いながら、認知症
の方や家族介護者が気軽に相談できる場を提供す
る。また、認知症介護指導者や地域のグループホー
ムと連携を図る。

２回

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

三密を避けた会場設定や参加者の体調確
認など新型コロナウイルス感染防止対策
を行い、高齢者が地域で安心して生活で
きるように、他機関とのネットワーク形
成を行いながら支援方法を検討する。

２ケース 認知症カフェ
（喫茶you）

計
画

【台東病院・あさくさ地域包括支援センター】
認知症に関する知識や様々な情報提供・啓発を目的
とし、台東病院・あさくさ地域包括支援センターと
連携して開催する。なお、感染防止対策として、参
加者は会場定員の半数とする。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 6,683人 みのわ みのわ

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

 ６



] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 11 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 12 ○ ○
2 常 40 ○ ○ ○ ○ 9 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 10 ○ ○
3 常 40 ○ ○ 5 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ 6 ○ ○
4 常 40 ○ ○ 4 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 5 ○ ○
5 常 40 ○ ○ 5 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ 6 ○ ○
6 非 40 ○ 4 ○ 6 非 40 ○ 5 ○
7 7

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
２
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
３
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

③ 見守りネットワークの
連携強化

２回
昨年度の連絡会は書面での開催。今年度は新型コロナウイ
ルス感染防止対策を講じて連絡会を開催予定。また、日頃
から情報交換を行うなど顔の見える関係を構築する。

②
支援体制の強化と認知
症に関する知識の普及
啓発

ー
認知症地域支援推進員を中心に、感染状況を鑑みながら認知症サ
ポーター養成講座や出前講座の実施、関係機関と連携して認知症
カフェを充実させ、家族介護者に対する支援強化に繋げる。

① 　計画的な実態把握と
　周知活動の強化

ー
見守り名簿の活用や民生委員との連携から、支援につながってい
ない対象者の発見、実態把握を速やかに行う。また、広報誌や行
政配布物を使用して、センターの周知に努める。

③
包括的・継続的

ケアマネジメント支援
業務

見守りネットワークの連携強化

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務 高齢者の実態把握と地域包括支援センターの周知

② 認知症総合支援事業 認知症の方や家族介護者に対する支援

令和 3 年度［ くらまえ

法人名　【 社会福祉法人　東京援護協会

 ７



（令和2年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症地域支援推進事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② 準備

準備 開催 準備 開催 開催

① ②

準備 開催 準備 開催

① ② ③ ④

① ②

発行 発行 ①

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和3年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ③ ④

主催 共催 主催 共催

計
画

報
告

報
告

人数・数
量など

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

新型コロナウイルス感染防止対策（十分に距
離が取れる会議室を使用）を行い、少人数で
の事例検討会を実施し、スキルアップを図
る。また、各専門職との連携強化のための交
流や、研修も実施していく。（２回は７包括
合同）

４回
報
告

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容

主催・共催

報
告

エリア内の居宅介護支援事業所数：１２ヵ所 ３３人

計
画

相談や実態把握を行う中で事業の対象と思われる
ケースについて、早期診断・早期対応ができるよ
うに支援を行う。

１ケース
以上

準備 準備

報
告

報
告

広報誌の発行

計
画

台東区の制度や介護保険に関する知
識、地域包括支援センターの周知に加
えて、インフルエンザや熱中症等の季
節の話題を取り上げて、地域住民向け
に配布する。

２回 認知症初期集
中支援推進事

業

計
画

認知症高齢者の早期発見のため、民生委員・町
会・集合住宅の管理人・関係機関等と連携し、認
知症の疑いがある高齢者の実態把握に努める。ま
た必要に応じ個別支援を開始する。

主催 実施

通年

報
告

報
告

主催 主催・共催

出張相談
(えがおの集い)

計
画

３ヶ月に１回老人福祉館で出張相談
を実施。その際、包括の周知や介護
や認知症に関する知識、区の制度な
どの講座も併せて実施する。

４回 認知症高齢者
の早期発見・
実態把握

共催 主催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

関係機関との情報交換、事例検討会
を通じて顔の見える関係を構築。新
型コロナウイルス感染状況によっ
て、書面や人数を制限しての開催と
する。

２回 認知症
に関する普及
啓発活動

６回
６０名

報
告

報
告

計
画

地域住民・企業・学校等に対し認知症サポーター養成講座
を開催する。地域のシニアクラブや町会等の会合を活用
し、認知症に対する理解を広めていけるよう、認知症講座
や相談会等を企画・実施していく。新型コロナウイルス感
染防止対策に注意し、区と連携を図り実施していく。

６回

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

本人・地域住民が参加できない場合
でも、事例を通じて地域課題を発見
する会議であることを関係機関で意
識して取り組む。

２回 認知症カフェ
(くらまえカフェ)

計
画

【東京トータルライフクリニック】
認知症の方やその家族、関心のある住民等が気軽に集えて交流が図れる
場とする。認知症に関する知識や社会資源、予防等についての情報提供
を行なう。新型コロナウイルス感染症の動向にもよるが、開催は基本的
に奇数月とし、トータルライフクリニックと共催で実施する。感染症対
策に注意し、区と連携して実施していく。

主催 主催・共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 7,510人 くらまえ くらまえ

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

②

① ③

④

⑤

⑥

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

 ８



] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
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士

保
健
師

看
護
師

主
任
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護
支
援
専
門
員

介
護
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援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ ○ 8 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ ○ 9 ○ ○
2 常 40 ○ ○ ○ 12 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ 13 ○ ○
3 常 40 ○ ○ 14 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ ○ 15 ○ ○
4 常 40 ○ ○ ○ 5 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ 6 ○ ○
5 常 0 ○ ○ ○ 14 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ 12 ○ ○
6 常 40 ○ ○ ○ 11 ○ ○ 6 常 40 ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○
7 非 32 ○ ○ 8 ○ ○ 7 非 32 ○ ○ 9 ○ ○
8 非 32 ○ 0 ○ ○ 8 非 32 ○ ○ 1 ○ ○
9 9

10 10

その他の資格・・・３助産師 ６幼稚園教諭 ※５育休中 その他の資格・・・３助産師 ５幼稚園教諭 ６管理栄養士

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
２
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
３
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

③
高齢者へ介護予防の働
きかけを行って元気な
高齢者を増やす。

４回
以上

窓口や機関誌、出前講座を通じて「ころばぬ先の健康体操Ｄ
ＶＤ」等を活用し、新しい生活様式における介護予防に関す
る情報を発信する。

②
認知症等で判断能力が
低下した人の安全な暮
らしの確保

３回
以上

入谷老人福祉館等の高齢者が通う場や出前講座で成年後見制
度の活用方法、消費者被害防止等の啓発を行い、権利擁護を
推進する。

① わかりやすい窓口案内
を行う

－
サービス未利用の介護認定者が必要時円滑に相談が出来るよ
うな仕組みをつくる。

③ 総合事業の推進に関す
る事業

新しい生活様式の中で運動を行う機会や集まる機会が減り、運動機能や認
知機能の低下を感じる高齢者が増えている。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務 窓口受付からその後の介護保険制度の利用が円滑に出来るようにする。

② 権利擁護業務 認知症の一人暮らしの方が多くなってきている。

令和 3 年度［ まつがや

法人名　【 社会福祉法人　東京援護協会

 ９



（令和2年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症地域支援推進事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② カフェ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

モニタリング① ② ① 通信 ② ③ ④

① ②

① ②

報告 ① ②

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

① ② ③ ④

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和3年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ②

準備・開催

7包括合同 ③ ④

主催・共催

計
画

報
告

項目

報
告

報
告

内　容 人数・数
量など

１事例以上

報
告

報
告

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

地域のケアマネジャーに対し台東区の情報や社会資
源の活用方法について共有を行う。また同・他職種
との交流や事例検討の場とする。新型コロナウイル
ス感染防止対策の為、少人数の集まりや、書面での
情報提供を行う。

４回
報
告

主催 共催

エリア内の居宅介護支援事業所数：１２ヵ所 ４０人

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）

サロン
(ほっとルーム)

計
画

地域住民が集まり介護や生活について自由に悩みを
意見交換できる場として提供する。新型コロナウイ
ルス感染防止対策の為、感染状況によっては資料配
布を行い継続していく。

４回 認知症初期集中
推進支援事業

計
画

認知症推進員での話し合いや、ケアマネジャーに
対して行ったアンケートの整理、聞き取りを行い
台東区の社会資源について検討する。

計
画

総合相談、地域住民の情報や高齢者が多く住むマ
ンションの管理人に対し、訪問による聞き取りを
行い対象者の早期発見に努める。実態把握後、区
役所担当者と相談し速やかに医療、介護につなげ
ていく。

通年

報
告

報
告

主催 主催

出張相談・
出前講座

計
画

入谷老人福祉館等に出張し、地域包括支援センター
の周知活動と介護や認知症予防、権利擁護、見守り
に関する情報提供を行う。必要時には個別相談に応
じる。室内の換気に十分に注意を払う等新型コロナ
ウイルス感染防止対策を行い、状況によっては書面
で情報提供する。

１０回 若年性認知症
について

主催・共催 共催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

ひとり暮らし等の高齢者の見守りを行うとともに、
関係協力機関との災害等の情報共有や意見交換等を
行う。新型コロナウイルス感染防止対策の為、状況
により書面開催やアンケート等を実施する。

２回 認知症
サポーター
養成講座

６回
(通信は
４回)

報
告

報
告

計
画

シニアクラブ、民生委員、町会等にチラシを作成
し郵送やポスト投函や電話でのPR活動を行い少人
数でも実施する。（台東区新型コロナウイルス感
染症拡大防止ガイドラインに準ずる。介護予防・
地域支援課と連携する。）

２回

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

個性を尊重した生活の質と安全を保ったまま生活を
継続する方法の検討や、社会資源活用方法等の会議
を行う。また地域における共通課題となる問題を発
見する。地域ケア会議運営マニュアルに沿って新型
コロナウイルス感染防止対策にも取り組む。

２回
認知症カフェ
（オレンジカフェ）

計
画

【永寿総合病院認知症疾患センター、たいとう地域包括支援センター】
台東区新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドラインに準じながら、介護予
防・地域支援課と連携して開催を行う。認知症の方、家族、地域の方や専門家
が集い認知症の理解を深める場づくりを行う。併せてオレンジカフェ通信の配
布を行う。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 8,165人 まつがや まつがや

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

も
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ 14 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ 13 ○ ○
2 常 40 ○ ○ 12 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 10 ○ ○
3 常 40 ○ ○ ○ ○ 9 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ ○ ○ 7 ○ ○
4 常 40 ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ 5 ○ ○
5 常 40 ○ ○ 13 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ 2 ○ ○
6 常 40 ○ ○ ○ 4 ○ ○ 6 常 40 ○ ○ ○ 4 ○ ○
7 常 40 ○ ○ 1 ○ ○ 7

8 常 40 ○ ○ ○ 3 ○ ○ 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
２
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
３
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

③ 高齢者が活用できる
買い物支援方法の検証

ー
民間事業者やボランティアなどと協力・連携し、高齢者が
ネットスーパーなど新たな買い物の方法を利用し、生活の幅
が広がるか等を検証する。

② 身近な高齢者の集まれ
る場所との関係構築

4ヵ所

喫茶店などの高齢者が集まっているお店や自主グループ等を訪れ、地域における
相互の見守り活動についての認識強化を行う。また地域包括支援センターからの
情報発信（広報誌などの配布）の場となってもらえるよう協力の呼びかけを行
う。

① 地域包括支援センター
の周知

配布先＋
40件

出張2回

医療機関・薬局等への広報誌の配布、三密を避ける環境の上
で地域での出張相談に取り組む

③ 地域ケア会議推進事業 ネットスーパー等新たな買い物方法の活用の検証

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務 相談しやすい窓口としての地域包括支援センターの周知

② 生活支援体制整備事業 高齢者が集まっている地域内の拠点との関係づくり

令和 3 年度［ たいとう

法人名　【 社会福祉法人　聖風会

 １１



（令和2年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症地域支援推進事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

⑥

準備・開催 準備・開催

モニタリング・評価

準備・開催 準備・開催

報告

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和3年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

主催 主催 共催 主催 共催

内　容 人数・数
量など

主催・共催

ケアマネジャー
への支援

計
画

令和2年度のケアマネジャーからの相
談内容の分析報告及びアンケートを
実施し事例検討に活かせるように取
り組む。

1回

報
告主催

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

新型コロナウイルス感染拡大防止ガイド
ラインに基づき、ケアマネジャーに区の
制度・事業などの情報提供、ケアマネ
ジャーとともに事例検討会及び７包括合
同の集いを開催する。

５回
報
告

共催 参加

エリア内の居宅介護支援事業所数： ７ヵ所 ２３名

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

報
告

買い物支援に向
けた取り組み

計
画

買物が困難な状況になっても在宅生活を送ることが
できるように高齢者が活用できる支援対策として、
民間事業者やボランティアなどと協力・連携し、高
齢者がネットスーパーなど新たな買い物の方法を利
用できるか検証する。

ー 若年性認知症の
支援体制の検討

計
画

ケアマネジャーへのアンケート結果から課題を抽
出し、区や他の推進員とともにニーズの高かった
居場所づくりなどの社会資源の検討を行う。

ー

報
告

報
告

計
画

地域で生活を続けていきたい認知症の方で、早期
に適切な医療や介護を受けるための支援が必要な
方を、チームで感染対策を検討しながら介入して
いく。

１事例準備・発行 準備・発行 準備・発行 準備・発行

主催 主催・共催

広報誌の発行

計
画

高齢者・介護者・関係機関向けに情
報提供・ネットワークづくりを目的
に広報誌を配布する。また、医療機
関・薬局など新たな配布先を増や
す。

５００枚
×４回 初期集中支援

チーム参画

報
告

報
告主催 参加

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドラ
インに基づき安心して参加いただける環境を
作る。状況により書面開催など検討しながら
6月：事例検討・情報提供、12月：見守り活
動に関する議題を決めた話し合いを行う。

２回
参加者
８０人
(延べ)

認知症
サポーター
養成講座

カフェ
６回
通信
４回

準備・開催 準備・開催

報
告

報
告

計
画

新型コロナウイルス感染拡大により参加を見合わ
せている受講希望者が安心して参加できる環境づ
くりを行う。また見守りサポーター養成講座や介
護予防講座などが併せて行える体制を維持する。

１回
以上

報
告

報
告

地域ケア
個別会議

計
画

新型コロナウイルス感染症対策マニュアルに
基づき個別支援と地域ネットワークづくりな
どを目的とした自立支援・介護予防に向けた
地域ケア個別会議２ケース、地域ケア個別会
議２ケースを開催する。

４ケース
認知症カフェ
（オレンジカフェ）

計
画

【永寿総合病院認知症疾患センター、まつがや地域包括支援セン
ター】
認知症の方、ご家族・地域の方が集い交流の機会を持っていただ
く。予約制で定員10人、座席は2ｍ間隔でマスク着用、認知症の方も
安心して参加いただけるよう配慮する。
オレンジカフェ通信を発行し周知に努める。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 5,709人 たいとう たいとう

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

① ②

① ②

③

③

④

① ②

① ②

① ② ③ ④

①① ② ③ ④

①

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④

⑤
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ 8 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ 9 ○ ○
2 常 40 ○ ○ ○ ○ 7 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 8 ○ ○
3 常 40 ○ 7 ○ ○ 3 常 40 ○ 8 ○ ○
4 常 40 ○ ○ 2 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 3 ○ ○
5 常 40 ○ ○ ○ 3 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ 4 ○ ○
6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
２
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
３
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○） 包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

③

② 自主グループを立ち上
げる

１か所
セラバンド教室の自主グループ立ち上げについて、新型コロナウ
イルス感染予防に注意しながら関係者間の連携を行い、通い場の
立ち上げを進めていく。

①
民生委員等との連携強
化

年２回
高齢者の実態把握のための訪問を民生委員や不動産屋の方な
どと一緒に行い、連携体制を強化する。

③

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務
支援を必要とする方を早期に発見し支援につなげるため、民生委員等との
連携を強化する必要がある。

② 総合事業の推進に関す
る事業

昨年度新型コロナウイルス感染症の影響により達成できなかったほうらい
地域にない通いの場の立ち上げを進めていく必要がある。

令和 3 年度［ ほうらい

法人名　【 社会福祉法人　清峰会
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（令和2年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症地域支援推進事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準備・開催 準備・開催 準備・開催

準備・開催 準備・開催 ① ②

報告 報告

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

＜ケアマネジャー支援＞ 介護支援専門員数： （令和3年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準備 ① 準備 ②

③ ④

①② ほうらい ③④ 包括合同

① ② ③

① 企画会議 ② 企画会議 ③ 企画会議

主催・共催

地域連携を
勧める会

計
画

山谷地域で活動しているNPO団体や医
療機関と連携しながら研修会を開催
し、ネットワークを構築する。

３回

報
告共催

項目

報
告

報
告

内　容 人数・数
量など

１２回

報
告

報
告

取組活動の経過（月）

ケアマネ
ジャー
の集い

計
画

地域のケアマネジャーに必要な情報提
供の場として開催（２回）包括合同の
ケアマネジャーの集いの開催（２回）
※新型コロナウイルス感染防止対策で
ウェブ開催など臨機応変に活用。

４回
報
告

共催

エリア内の居宅介護支援事業所数： ４ヵ所 ９人

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）

計
画

若年性認知症
の支援体制の

検討

計
画

初期集中支援チームのチーム員として、対象者の
把握から訪問支援を実施する。認知症のケースを
推進員と他の職員で情報共有し、適切なケース選
定を行う。

計
画

昨年度実施したケアマネジャーへの調査（アン
ケートとインタビュー）の結果を踏まえて、他の
認知症地域支援推進員と連携して、若年性認知症
の方やその家族への支援体制を検討する。

主催 主催・共催

セラバンド教室
（自主グループ）

計
画

セラバンドを用いた運動を通して自
主的に集まれる場になるよう働きか
ける。新型コロナウイルス感染防止
対策を行い、開催場所、参加人数、
開催方法を工夫する。

１２回
１８０人 認知症初期集中

支援推進事業

共催 実施

報
告

報
告

１ケース
以上 ①

報
告

報
告

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

コロナ禍における見守りについて関
係機関と意見交換や事例検討を行
う。開催方法は新型コロナウイルス
感染状況をみながら書面開催などの
適切な方法を選択していく。

２回
参加者

約４０人
延べ

認知症
サポーター
養成講座

⑥

モニタリング① モニタリング② モニタリング③

報
告

報
告

６回 ① ② ③ ④ ⑤

計
画

参加者同士の距離を確保し、換気の良い会場を使
用するなど、感染対策を行った上で講座を実施す
る。出前講座の実施について、広報誌等で周知を
行う。

２回

地域ケア
個別会議

計
画

地域独自の生活課題や、不足してい
る社会資源の把握、開発につなげ
る。開催方法については新型コロナ
ウイルス感染防止対策を徹底する。

３回
参加者

各１０人 認知症カフェ
（あさがおカフェ）

計
画

【浅草病院】
会場定員の半分以下の人数で、パーテーションの設置
やアルコール消毒など、飛沫感染、接触感染対策を講
じた上で、認知症の本人、家族が一緒に安心して過ご
せる場づくりに、浅草病院と共催で取り組む。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 6,204人 ほうらい ほうらい

項目 内　容 人数・数
量など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数

量など

取組活動の経過（月）

①

①

②

②

① ② ③
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